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中 医 協  検 － 2 - 2 

２ １ ． １ １ ． １ ０ 

診療報酬改定結果検証に係る調査（平成２１年度調査） 

７対１入院基本料算定病棟に係る調査、亜急性期入院医療管理料 
及び回復期リハビリテーション病棟入院料算定病院に係る調査、 

並びに「地域連携クリティカルパス」に係る調査 結果概要（速報） 
 

１．目的 

・以下の医療機関における機能分化・連携の状況や患者像等の把握 
－ 急性期入院医療を行う７：１入院基本料算定病院 
－ 急性期治療を経過した患者に対し医療を提供している亜急性期入院医療管理料算定病院及び

回復期リハビリテーション病棟入院料算定病院 
・「地域連携クリティカルパス」に係る点数を算定している医療機関における連携状況等の把握 
 

〈調査のねらい〉 

（１）７：１入院基本料算定病棟に係る調査 
 ・７：１看護基準を満たす病棟にふさわしい患者が入院しているか   
（２）亜急性期入院医療管理料及び回復期リハビリテーション病棟入院料算定病院に係る調査 
 ・患者の総治療期間、入院元、退院先はどのような状況にあるか  

・入院時、退院時の患者はどのような身体の状態にあるか 
・患者の退院までの経緯（計画通りか、退院が延びた事情があったか 等）     

（３）「地域連携クリティカルパス」に係る調査 
 ・算定患者数や連携医療機関数はどういった状況にあるか  

○３つの相互に関連した調査を１つの調査の下で実施するのに併せ、調査対象医療機関における

退院調整部門の設置状況や、自院の地域での必要に応じた機能分化や連携に関する考え方など、

地域における医療機能の分化・連携に係る一般的な調査も行う。 

 

２．調査対象・方法 

■ 調査対象 

・調査票は、「施設調査」「病棟調査」「病棟患者調査」と診療所に対する「診療所調査」からなる。

いずれの調査票についても、上記（１）から（３）の調査について調査客体毎に編成し直したも

のである。 
・病院に対する「施設調査」は、以下の病院から無作為抽出した計 3,500 施設を対象とする。（た

だし、亜急性期入院管理料の届出病院（1,174 施設）及び回復期リハビリテーション病棟入院料

の届出病院（1,011 施設）については全数） 
①急性期入院医療を行う医療機関として、一般病棟入院基本料の７対１及び 10 対１入院基本料

の届出病院及び地域連携診療計画管理料の届出病院 
②急性期治療を経過した患者に対し医療を提供している医療機関として、亜急性期入院医療管

理料及び回復期リハビリテーション病棟入院料の届出病院、並びに地域連携診療計画退院時

指導料の届出病院 
・「病棟調査」は、「施設調査」に回答のある病院の亜急性期病室、回復期リハ病棟、一般病棟、「病

棟患者調査」は当該病棟の患者を対象とする。なお、一般病棟に関しては、重症度・看護必要度

の基準を満たす患者割合の高い病棟及び低い病棟より各 3 病棟を選択し、計 6 病棟を調査対象と

する。 
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・「病棟患者調査」は、一般病棟では平成 21 年６月の退院患者 24 名（対象６病棟、各病棟４名）

を対象とする。亜急性期病室では平成 21 年６月の入院中・退院患者の全てを調査対象とする。 
・「診 療所調査」は、地域連携診療計画退院時指導料の届出診療所とそれ以外の有床診療所から無作

為抽出した計 1,000 施設を対象とする。 
 

■ 調査方法 

・自記式調査票の郵送配布・回収とする。 
・「病棟患者調査」は各病院においてとりまとめの上、「施設調査」と併せての郵送回収とする。 
・なお、回復期リハビリテーション病棟入院料の届出病院については、調査客体の負担軽減の観点

から、『回復期リハビリテーション病棟入院料において導入された「質の評価」の効果の実態調査』

の調査票において調査を行う。 
 

３．調査項目 

 

（１）施設調査 

区  分 内    容 

施設属性項目 
・開設者、承認等の状況 

・診療報酬に係る届出状況・病床数 

調 査 項 目 

・外来患者延数、入院患者延数、全身麻酔手術数、患者紹介比率 

・職員数 

・地域連携診療計画管理料、地域連携診療計画退院時指導料の届出状況 

・計画管理病院、連携保険医療機関の施設数、会合の状況 

・地域連携診療計画管理料、地域連携診療計画退院時指導料の算定患者数 

・大腿骨頚部骨折及び脳卒中の患者の平均在院日数 

・退院調整部門の有無と職員数 

・医療機能に係る今後の方針 

・他の医療機関との連携に関する意向 

・一般病棟の新規の入院等患者数、退院等患者数、平均在院日数、 

病床利用率の状況 

・一般病棟における重症度・看護必要度の基準を満たす患者の割合 

・Ａモニタリング及び処置等に係る得点、Ｂ患者の状況等に係る得点の 

平均値と各得点ごとの入院患者延数 

・一般病棟入院基本料を算定している病床を有する病棟数 

・病棟別の患者状態像の違いと重症度・看護必要度の基準を満たす 

患者の割合 

 



 3 

（２）病棟調査（一般病棟用） 

区  分 内    容 

属 性 項 目 

・診療科目 

・算定している診療報酬 

・届出病床数 

調 査 項 目 

・H21 年 6 月時点の入院中の人数、入院前の居場所別人数 

・平均在院日数、病床利用率 

・看護師、准看護師、看護補助者の人数 

・専従・専任している職種別の職員数 

・退院患者の退院・転院・転棟先別の人数 

・重症度・看護必要度の基準を満たす患者の割合 

・Ａモニタリング及び処置等に係る得点、Ｂ患者の状況等に係る得点の 

平均値と各得点ごとの入院患者延数 

・院内の他の病棟と比較した場合の状況の認識 

 

（３）病棟調査（亜急性期病室用） 

区  分 内    容 

属 性 項 目 

・算定している診療報酬 

・届出病床数 

・看護師、准看護師、看護補助者の人数 

・専従・専任している職種別の職員数 

調 査 項 目 

・在宅復帰支援担当者の人数と職種 

・平均在院日数、病床利用率 

・H21 年 6 月時点の入院中の人数、入院前の居場所別人数 

・亜急性期病室の入室患者の在室中の人数、7 対 1 入院基本料等から 

転床または転院してきた入院患者数 

・入室患者の入室理由、入室前の居場所別人数 

・退院患者数、他の保険医療機関へ転院した者等を除く割合 

・退室先別の人数 

 

（４）患者調査（一般病棟用） 

区  分 内    容 

属 性 項 目 

・発症年月日、入棟年月日 

・主傷病、診療科 

・性別、世帯構成、入棟期間中の算定状況 

・院内クリニカルパス、リハビリ、透析の実施状況 

調 査 項 目 

・入棟前の居場所、入棟した背景、入棟した理由 

・入棟日のＡモニタリング及び処置等に係る得点 

・入棟日のＢ患者の状況等に係る得点 

・入棟時の患者のその他の状況等 

・入棟中の状況（手術の実施、侵襲性の高い検査・処置の実施） 

・一般病棟の重症度・看護必要度に係る評価票の合計点が最高点の時の 
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 Ａモニタリング及び処置等に係る得点、Ｂ患者の状況等に係る得点 

・退棟年月日 

・退院支援計画書の策定の有無 

・退棟後の居場所、転帰 

・退棟日のＡモニタリング及び処置等に係る得点 

・退棟日のＢ患者の状況等に係る得点 

・退棟までの経緯 

 

（５）患者調査（亜急性期病室用（入院中）） 

区  分 内    容 

属 性 項 目 

・発症年月日、入棟年月日、主傷病、診療科 

・性別、世帯構成、入棟期間中の算定状況 

・院内クリニカルパス、リハビリ、透析の実施状況 

調 査 項 目 
・入室中のモニタリング及び処置等の状況 

・入室中の患者の状況等 

 

（６）患者調査（亜急性期病室用（退室）） 

区  分 内    容 

属 性 項 目 

・発症年月日、入棟年月日 

・主傷病、診療科 

・性別、世帯構成、入棟期間中の算定状況 

・院内クリニカルパス、リハビリ、透析の実施状況 

調 査 項 目 

・入室前の居場所、入室した背景、入室中の患者の状況等 

・退室年月日 

・退院支援計画書の作成日、作成者 

・退室先、転帰 

・退室時の日常生活機能評価、バーセル指数 

・退室までの経緯 

 

（７）診療所調査 

区  分 内    容 

施設属性項目 

・開設者、診療科目 

・診療報酬に係る届出状況 

・医師数、稼動病床数、平均在院日数 

調 査 項 目 

・外来患者延数、入院患者延数 

・外来患者実人数、病院からの紹介患者数 

・新規入院患者の実人数、病院からの転院患者、紹介患者数など 

・退院患者の実人数、退院先別の人数 

・紹介・逆紹介の実績がある保険医療機関数 

・大腿骨頚部骨折及び脳卒中に係る地域連携診療計画退院時指導料の 

届出状況 
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・計画管理病院数、計画管理病院とのカンファレンスの頻度、算定患者数 

・地域連携診療計画退院時指導料の算定患者の日常生活機能評価点数や 

 平均在院日数など 

・医療機能に係る今後の方針 

・他の医療機関との連携に関する意向 

 


